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市議会だより　№323

一般会計歳入決算

一般会計歳出決算

（単位 : 円・％）

（単位 : 円・％）

区　　分 決 算 額 構成比 対前年比

項目
款別 支出済額 構成比 対前年比

自

主

財

源

依

存

財

源

市 税
分 担 金 及 び 負 担 金
使 用 料 及 び 手 数 料
財 産 収 入
寄 附 金
繰 入 金
繰 越 金
諸 収 入
小 計
地 方 譲 与 税
利 子 割 交 付 金
配 当 割 交 付 金
株 式 等 譲 渡
所 得 割 交 付 金
地 方 消 費 税 交 付 金
ゴ ル フ 場 利 用 税
交 付 金
自 動 車 取 得 税
交 付 金
地 方 特 例 交 付 金
地 方 交 付 税
交 通 安 全 対 策
特 別 交 付 金
国 庫 支 出 金
県 支 出 金
市 債
小 計
合　　　計

13,790,655,933
610,259,485
480,417,935
61,962,390
59,705,246

1,130,986,416
682,425,733
942,116,968

17,758,530,106
404,260,501
36,382,000
21,797,000

5,054,000

822,214,000

451,058,045

115,860,000

190,107,000
7,874,430,000

14,252,000

2,999,653,693
2,715,899,050
2,418,251,000
18,069,218,289
35,827,748,395

318,426,026
6,535,101,762
10,275,089,354
3,704,728,981
346,745,347
1,679,439,669
341,826,226
2,195,633,793
1,478,626,139
3,327,492,320
41,761,740

4,712,546,960
0

34,957,418,317

0.91
18.70
29.39
10.60
0.99
4.80
0.98
6.28
4.23
9.52
0.12
13.48
－

100.00

136.44
123.58
108.15
92.51
101.39
114.44
99.14
64.83
119.15
94.00

1,388.24
100.20

－
102.65

38.49
1.70
1.34
0.17
0.17
3.16
1.91
2.63
49.57
1.13
0.10
0.06

0.01

2.30

1.26

0.32

0.53
21.98

0.04

8.37
7.58
6.75
50.43
100.00

100.12
104.21
103.34
88.35
484.88
405.56
85.29
96.56
104.70
96.50
80.36
119.46

73.44

100.27

97.35

88.69

93.74
111.76

102.53

78.12
93.53
129.51
101.65
103.14

議 会 費
総 務 費
民 生 費
衛 生 費
労 働 費
農 林 水 産 業 費
商 工 費
土 木 費
消 防 費
教 育 費
災 害 復 旧 費
公 債 費
予 備 費
合 計

決算特別委員会委員
◎委員長　○副委員長

◎辻　　重治　　○山岡　光広
　森嶋　克已　　　土山　定信
　橋本　恒典　　　鵜飼　　勲
　小松　正人　　　野田　卓治
　村山　庄衞　　　白坂萬里子
　今村　和夫　　　橋本　律子
　服部　治男

甲南地先に建設された市民福祉活動センター

市内小中学校には空調設備を設置

甲賀市のPRにつながるラッピング高速バス

歳入
50.4％ 49.6％
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平
成
23
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
の
決
算
認
定
を
求
め
る
議
案
は
、決

算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
9
月
7
日
か
ら
4
日
間
に
わ
た
り
、
収
納

状
況
や
予
算
執
行
に
あ
た
っ
て
の
問
題
点
、今
後
の
市
政
に
生
か
す
べ
き

収
納
状
況
・
予
算
執
行
に
つ
い
て
集
中
審
査

課
題
等
に
つ
い
て
、慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
な
ど
12
の
特
別
会
計
と
2
企
業
会
計

決
算
は
、そ
れ
ぞ
れ
所
管
す
る
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

歳出 349億5,741万8,317円

歳入 358億2,774万8,395円

歳出

市税
137億
　9,066万円
　（38.49％）

総務費
　65億3,510万円
　　（18.70％）

民生費
102億7,509万円
（29.39％）

衛生費
37億473万円
（10.60％）

農林水産業費
16億7,944万円
（4.80％） 消防費

14億7,863万円
（4.23％）

その他
10億4,876万円

（3.00％）

土木費
21億9,563万円

（6.28％）

公債費
47億1,255万円
（13.48％）

教育費
33億2,749万円

（9.52％）

国庫支出金
29億9,965万円

（8.37％）

県支出金
27億1,590万円

（7.58％）

市債
24億1,825万円

（6.75％）

その他
39億6,787万円（11.08％）

地方譲与税等
20億6,099万円
（5.75％）

地方交付税
78億7,443万円

（21.98％）

平
成
23
年
度
一
般
会
計
決
算 



○
地
域
情
報
化
基
盤
整
備

に
つ
い
て
事
業
費
の
5
億

円
の
貸
付
金
の
使
途
・
返

済
の
流
れ
は
ど
う
か
。

▽
2
年
間
据
え
置
き
、
10

年
返
済
で
年
利
0.28
%
で
、

初
期
投
資
経
費
、
運
営
経

費
等
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

○
甲
賀
病
院
開
設
に
向
け

た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

運
行
は
。

▽
利
用
し
や
す
い
バ
ス
を

目
指
し
て
検
討
し
て
い
く
。

○
職
員
研
修
の
予
算
が
少

な
い
の
で
は
な
い
か
。

▽
研
修
の
効
果
は
検
証
し

て
い
く
。

○
滞
納
債
権

対
策
で
の
コ

ン
ビ
ニ
収
納

の
効
果
は
。

▽
現
金
納
付

者
の
21
％
が

利
用
さ
れ
、

納
付
期
限
最

終
日
の
17
時

か
ら
18
時
が

多
く
、
督
促

状
が
前
年
と

比
べ
て
、
約

2
、
3
0
0

通
減
少
し
た

効
果
が
で
て

い
る
。

○
京
都
で
の
暴
走
事
故
等

を
ふ
ま
え
、
交
通
安
全
対

策
は
。

▽
横
断
歩
道
や
一
旦
停
止

線
な
ど
薄
く
消
え
か
か
っ

た
箇
所
の
改
善
は
、
一
定

進
ん
で
い
る
。

○
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
の

状
況
は
。

▽
本
人
や
家
族
と
も
に
判

断
能
力
が
低
く
、

適
切
な
契
約
や

訪
問
販
売
な
ど
、

そ
の
他
の
ト
ラ

ブ
ル
を
な
く
す

た
め
、
今
年
度

中
を
目
途
に
設

立
す
る
予
定
。

○
児
童
虐
待
の

把
握
は
。

▽
福
祉
事
務
所

に
32
件
、
学
校

か
ら
27
件
、
保

健
セ
ン
タ
ー
か

ら
16
件
、
そ
の

他
親
戚
や
家
族

か
ら
数
件
連
絡

が
あ
り
、
き
め
細
か
な
対

応
を
し
て
い
る
。

○
快
適
な
生
活
環
境
の
保

全
を
図
る
た
め
、
合
併
浄

化
槽
設
置
に
か
か
る
補
助

金
の
助
成
は
可
能
か
。

▽
申
請
す
れ
ば
、
住
宅
に

関
し
て
100
％
対
応
で
き
て

い
る
。

○
特
産
品
で
あ
る
お
茶
の

消
費
拡
大
の
方
策
と
市
行

事
で
の
活
用
は
。

▽
高
級
茶
生
産
の
た
め
、

資
材
費
の
助
成
や
生
産
拡

大
の
方
策
と
給
食
利
用
等

で
啓
発
を
強
め
る
。

○
獣
害
対
策
で
は
イ
ノ
シ

シ
の
保
護
管
理
計
画
は
。

▽
県
に
お
い
て
今
年
12
月

中
に
策
定
さ
れ
る
。

○
く
す
り
学
習
館
の
利
用

状
況
は
。

▽
来
館
者
4
、
5
4
8
人
。

開
館
日
数
309
日
。

 

○
地
元
か
ら
の
要
望
が
多

い
道
路
の
改
良
・
維
持
補

修
工
事
の
対
応
は
。

▽
各
区
自
治
会
か
ら
の
要

望
は
780
件
程
あ
る
が
、
緊

急
性
や
安
全
・
安
心
の
視

点
を
第
一
に
優
先
し
な
が

ら
対
応
し
て
い
る
。

○
小
中
学
校
の
耐
震
化
率

は
。

▽
本
市
で
は
、
92.8
％
で
、

県
平
均
は
94.6
%
、

県
内
19
市
町
中
14

位
で
あ
る
。
全
国

平
均
は
84.8
%
。

○
学
校
の
安
全
上
、

小
学
校
に
お
け
る

イ
ン
タ
ー
ホ
ン
の

設
置
状
況
は
。

▽
小
学
校
で
は
完

了
、
中
学
校
に
お

い
て
も
本
年
度
で

完
了
予
定
。
防
犯

カ
メ
ラ
に
つ
い
て

は
順
次
計
画
的
に

整
備
を
進
め
て
い

る
。

市議会だより　№325

主
な
審
査
内
容

総合計画の実現に向けた総合計画の実現に向けた

概ね小学校区に設置された地域市民センター

地元木材を活用した市民福祉活動センター

貴生川認定子ども園の広い園舎
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特別会計歳入歳出決算状況 （単位 : 円・％）

区　　分 収入済額 収入率 執行率支出済額

8,839,235,230
1,536,619,403
4,906,846,674
3,247,660,605
937,756,575
9,249,773
21,201,241
21,590,262
35,695,857
465,045,389
222,020,836
407,332,756

20,650,254,601

104.36
100.11
99.94
97.71
90.84
111.56
99.99
100.00
99.99
92.23
103.09
95.04
100.70

8,191,098,130
1,523,226,634
4,868,527,607
3,210,620,881
928,819,142
8,284,300
21,168,943
21,590,262
35,695,857
460,744,979
193,683,864
204,158,306

19,667,618,905

96.70
99.24
99.16
96.60
89.97
99.92
99.83
100.00
99.99
91.38
89.93
47.63
95.91

国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
介 護 保 険
公 共 下 水 道 事 業
農 業 集 落 排 水 事 業
土 地 取 得 事 業
野洲川基幹水利施設管理事業
鉄道経営安定対策基金
鉄 道 施 設 整 備 基 金
国 民 健 康 保 険 診 療 所
浄 化 槽 管 理 事 業
介護老人保健施設事業
合 計

財政力指数

経常収支比率

公債費負担比率

区　　分 財政力指数基準財政収入額（千円） 基準財政需要額（千円）

平成23年度

平成22年度

平成23年度類似団体指数

11,865,686

11,595,238

6,899,916

15,836,062

15,617,935

13,572,727

0.76

0.79

0.57

区　　分 平成23年度類似団体指数平成23年度 平成22年度

経常収支比率 83.5％ 88.8％ 84.3％

財政力指数＝　　　　　　　　　の3ヶ年の平均値
基準財政収入額

基準財政需要額

実質公債費比率
区　　分 23年度決算21年度決算 22年度決算

実質公債費比率
　　　（３ヶ年平均） 18.0％ 16.8％

経常収支比率＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×100
経常経費充当一般財源総額

経常一般財源＋減税補てん債＋臨時財政対策債

区　　分 平成23年度類似団体指数平成23年度 平成22年度

公債費負担比率 17.4％ 18.2％ 16.9％

×100
実質公債費A（地方債元利償還金＋準元利償還金）－（Aに充てられる特定財源及び普通交付税算入額）

標準財政規模－Aに係る普通交付税算入額
実質公債費比率＝

公債費充当一般財源等

一般財源総額
公債費負担比率＝　　　　　　　　　　　　　　×100

　財政力指数は財政力を示す指数であり、「1」に近くあるいは「1」を超
えるほど財源に余裕あるものとされ、「1」を超えると普通交付税の不交付団
体となる。

　公債費に充当された一般財源の一般財源総額に対する割合で、この比
率が高いほど、一般財源に占める公債費の比率が高く、財政構造の硬直
化が進んでいることを表す。

　実質公債費比率とは『一般会計等の
元利償還金』及び『公営企業債の償還
に係る一般会計からの操出金等（準元
利償還金）』の標準財政規模に対する
比率で、資金繰りの程度を示すもの。

　一般会計の元利償還金などが減少し、
実質公債費比率は14.8％と改善さ
れ、地方債の発行に県の許可を要す
る基準である18.0%を下回り、許可
団体から脱却することができました。

　経常収支比率は財政構造の弾力性（臨時の財政需要に対する財政の適
応力）を判断する指標であり、市では75％程度までが妥当、80％以上は財政
構造の弾力性を失いつつあると判断される。

H19.20.21年の平均 H20.21.22年の平均

14.8％
H21.22.23年の平均

※各年度の比率は3ヶ年平均

財政力指数財政力指数財政力指数

予算執行と財政運営を審査予算執行と財政運営を審査



補
正
予
算

市議会だより　№327

議 会 で 審 議 し た も の議 会 で 審 議 し た も の

請
願
書

◆
陸
上
自
衛
隊
饗
場
野
演

習
場
に
お
け
る
日
米
合

同
演
習
の
中
止
を
求
め

る
請
願
書

提
出
者
　
ふ
る
さ
と
を

ア
メ
リ
カ
軍
に
つ
か
わ

せ
な
い
滋
賀
県
連
絡
会

代
表
　
杉
原
秀
典

本
請
願
は
総
務
常
任
委

員
会
に
付
託
さ
れ
本
会

議
に
お
い
て
賛
成
少
数

で
不
採
択
と
な
り
ま
し

た
。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

台
風
・
集
中
豪
雨
に
よ

る
災
害
復
旧
、
小
中
学

校
施
設
の
耐
震
補
強
・

大
規
模
改
造
、
通
学
路

の
安
全
点
検
に
係
る
交

通
安
全
施
設
整
備
、
法

改
正
に
伴
う
予
防
接
種

事
業
な
ど
に
要
す
る
経

費
の
追
加
等
に
よ
り
18

億
2
、
2
1
5
万
5
千

円
の
追
加
補
正

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

採決が全員一致以外の議案

意見書の可否

議　案　名 可否清風クラブ 甲政クラブ 日本共産党 正政会 公明党

甲賀市国民宿舎かもしか荘条例の一部を改正する条例
の制定について

契約の変更締結につき議決を求めることについて
（柏木小学校耐震工事・大規模改造工事、増額変更）

平成２３年度一般会計歳入歳出決算

平成２３年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算
平成２３年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算
平成２３年度介護保険特別会計歳入歳出決算

甲賀市特別職の職員の給与等に関する条例及び甲賀市教育委員会
教育長の給与等に関する条例の一部を改正する条例の制定

意見書案第 21号

意見書案第 22号

意見書案第 23号

意見書案第 24号

意見書案第 25号

意見書案第 26号

意見書案第 27号

意見書案第 28号

意見書案第 29号

地球温暖化対策に関する「地方財源を確保・充実する仕組み」の構築を求める意見書の提出について

「脱法ドラッグ」とりわけ「脱法ハーブ」に対する早急な規制強化等を求める意見書の提出について

自治体における防災・減災のための事業に対する国の財政支援を求める意見書の提出について

基礎自治体への円滑な権限委譲に向けた支援策の充実を求める意見書の提出について

原子力防災にかかる備品整備のための財政支援を求める意見書の提出について

障害者総合支援法の廃止を求める意見書の提出について

セーフティーネットとしての生活保護制度の改悪を許さず充実を求める意見書の提出について

核兵器禁止条約（NWC）のすみやかな交渉開始を求める意見書の提出について

危険な米軍輸送機オスプレイの配備撤回を求める意見書の提出について

可決

可決

可決

可決
可決
可決

可決

○ ● ○ ● ○
 

○ ● ● ● ○
 

○  ●  ○
 
○ ○ ● ○ ○ 
○ ○ ● ○ ○ 
○ ○ ● ○ ○ 

○ ○ ○  ○ 
   

○

○

○

○

○

●

●

○

●

○：賛成　●：反対

○：可決　●：否決

○今村、土山
●葛原、木村

○田中、森嶋
●石川

○田中、森嶋
●石川

かもしか荘完成予想図

◆（
仮
称
）か
も
し
か
荘
新

築
工
事（
建
築
主
体
工

事
）

一
般
競
争
入
札
で
１
億

９
、
９
３
９
万
５
千
円

で
落
札

（
全
員
賛
成
で
可
決
）
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平
成
23
年
度
決
算
認
定
、条
例
改
正
な
ど
審
議

　 

平
成
24
年
9
月
定
例
会
は
8
月
23
日
よ
り
9
月
19
日
ま
で
の
28
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
決
算
・
特
別
会
計
決
算
12
件
・
事
業
会
計
決
算
2
件
の
ほ
か
、
人
事
1
件
、
条
例
7
件
、
補
正
予
算

11
件
、
契
約
4
件
、
財
産
取
得
3
件
、
意
見
書
9
件
、
請
願
1
件
、
そ
の
他
1
件
の
全
52
件
に
対
し
慎
重
に
審
議

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

人事・条例・決算・補正予算・契約・請願・意見書・ほか人事・条例・決算・補正予算・契約・請願・意見書・ほか

条
例
の
一
部
改
正

そ
の
他

契
約
の
締
結

平
成
23
年
度
決
算
認
定
、条
例
改
正
な
ど
審
議

議
決
結
果

・
平
成
23
年
度
決
算
認
定

　
15
件

  （
11
件
全
員
賛
成
で
認

定
・
4
件
賛
成
多
数
で

認
定
）

・
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

伊
室
　
信
子
氏

（
甲
南
町
）

（
全
員
賛
成
で
同
意
）

・
条
例
7
件

  （
5
件
全
員
賛
成
で

　
可
決
・
2
件
賛
成
多
数

で
可
決
）

・
補
正
予
算
11
件

  （
11
件
全
員
賛
成
で可

決
）

・
契
約
4
件

  （
2
件
全
員
賛
成
で
可

◆
市
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

個
人
市
民
税
の
所
得
割

に
お
け
る
寄
付
金
控
除

に
つ
い
て
対
象
と
な
る
寄

付
金
を
拡
大
す
る
も
の
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

◆
国
民
宿
舎
か
も
し
か
荘

条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

国
民
宿
舎
か
も
し
か
荘

の
建
替
工
事
に
伴
い
、

条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
も
の
。

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

主
な
議
案

決
・
2
件
賛
成
多
数

で
可
決
）

・
財
産
の
取
得
3
件

　
鳥
獣
侵
入
防
止
柵
購
入

　
岩
上
産
業
株
式
会
社

2
、
7
9
3
万
円

　
甲
賀
森
林
組
合

2
、
6
4
6
万
円

　
甲
賀
市
信
楽
森
林
組
合

3
、
8
5
0
万
円

（
3
件
全
員
賛
成
で
　
　

　
可
決
）

◆
公
立
甲
賀
病
院
組
合
規

約
の
一
部
変
更
に
関
す

る
協
議
に
つ
き
議
決
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
。（

全
員
賛
成
で
可
決
）

◆（
仮
称
）水
口
北
部
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
新
築
工

事株
式
会
社
桑
原
組
甲
賀

支
店
一
般
競
争
入
札
で

3
億
1
、
2
4
8
万
円

で
落
札

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

◆
柏
木
小
学
校
耐
震
補
強

・
大
規
模
改
造
工
事

株
式
会
社
奥
田
工
務
店

水
口
支
店

請
負
金
額
を
9
3
7
万

1
、
2
5
0
円
増
額
変

更
契
約
。

　
タ
イ
ル
の
浮
き
や
ひ

び
わ
れ
補
修
の
追
加
工

事
費
で
、
議
会
の
議
決

前
に
工
事
が
進
め
ら
れ

て
い
た
こ
と
に
対
し
、

地
方
自
治
法
第
96
条
第

1
項
第
5
号
で
定
め
る

手
順
で
な
か
っ
た
事
に

つ
い
て
の
質
疑
や
賛
否

の
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

◆
地
域
情
報
基
盤
整
備
事

業
セ
ン
タ
ー
設
備
工
事

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
シ
ス
テ

ム
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ

ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
関

西
社

一
般
競
争
入
札
で
4
億

6
、9
9
8
万
円
で
落
札

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

水口北部地域交流センター



　
当
常
任
委
員
会
で
は
、

7
月
18
・
19
日
に

視
察
研
修
を
行
い

ま
し
た
。

　
18
日
に
は
富
山

市
で
富
山
型
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
を
視
察

し
、施
設
の
理
事
長

と
市
の
担
当
課
の

説
明
を
受
け
ま
し

た
。

　
19
日
は
、南
砺
市
で
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
テ
レ

ビ
電
話「
ス
カ
イ
プ
」を

用
い
た
高
齢
者
支
援
事

業
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

視
察
し
ま
し
た
。

平
成
23
年
度
甲
賀
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

　
22
年
度
に
比
べ
て
保
険

給
付
費
が
4
％
伸
び
た
が
、

保
険
税
や
交
付
金
等
に
お

い
て
当
初
見
込
以
上
の
歳

入
が
あ
り
、余
剰
金
が
出

ま
し
た
。

　
特
定
健
診
受
診
者
実
績

は
35.8
%
と
低
く
、24
年
度

は
受
診
勧
奨
に
努
力
す
る

と
の
こ
と
で
す
。

平
成
23
年
度
甲
賀
市
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
の
認
定
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
滋
賀
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
と
連
携
を
と

り
な
が
ら
被
保
険
者
の
適

正
管
理
や
保
険
料
徴
収
が

行
わ
れ
て
い
る
。

　
短
期
保
険
証
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
は
、保
険
料

の
2
分
の
1
以
上
を
滞
納

し
て
い
れ
ば
短
期
保
険
証

を
発
行
し
、分
納
誓
約
が

で
き
れ
ば
通
常
の
保
険
証

に
変
え
て
い
る
。資
格
証

明
は
無
い
と
の
こ
と
で
す
。

　
居
所
不
明
や
死
亡
に
よ

る
不
納
欠
損
は
30
人
と
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

平
成
23
年
度
甲
賀
市
介
護

保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

　
平
成
23
年
度
末
に
お
け

る
65
歳
以
上
の
高
齢
者
数

は
2
0
、6
8
3
人
、高
齢

化
率
は
0.5
%
上
が
っ
て
22

％
と
な
り
ま
し
た
。

　
介
護
施
設
の
職
員
不
足

に
つ
い
て
、介
護
サ
ー
ビ

ス
事
業
者
協
議
会
と
も
話

し
合
い
就
職
合
同
説
明
も

行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
。

　
介
護
予
防
事
業
に
つ
い

て
は
、健
康
推
進
課
の
健

康
づ
く
り
事
業
と
共
同
で

の
取
り
組
み
を
検
討
す
る
。

　
以
上
3
件
、採
決
の
結

果
、賛
成
多
数
で
認
定
す

べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し

た
。

平
成
23
年
度
甲
賀
市
健
康

保
険
診
療
所
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
の
認
定
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
平
成
23
年
6
月
30
日
、

甲
南
診
療
所
は
運
営
を
廃

止
し
、仁
生
会
甲
南
病
院

へ
譲
渡
、仁
生
会
甲
南
診

療
所
と
し
て
従
前
通
り
運

営
さ
れ
て
い
ま
す
。従
っ

て
甲
南
診
療
所
分
は
、4

月
か
ら
6
月
の
3
ヶ
月
決

算
で
す
。

　
水
口
医
療
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
は
、週
7
科
33
診

療
体
制
で
診
療
の
充
実
を

図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、地
域
に
密
着
し

た
診
療
所
と
し
て
努
力
さ

れ
る
よ
う
に
と
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

平
成
23
年
度
甲
賀
市
介
護

老
人
保
健
施
設
事
業
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て　
平
成
24
年
3
月
に
介
護

老
人
保
健
施
設
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
さ
さ
ゆ
り
を
完
成
す

る
と
と
も
に
、事
業
運
営

に
必
要
な
機
器
、備
品
を

整
備
し
ま
し
た
。

平
成
23
年
度
甲
賀
市
病
院
事

業
会
計
決
算
の
認
定
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

　
常
勤
医
師
が
4
人
体
制

と
な
り
、年
間
延
べ
患
者

数
は
4
0
、6
6
9
人
、前

年
比
882
人
増
と
な
り
ま
し

た
。

　
経
営
評
価
委
員
会
を
設

置
し
て
意
見
を
伺
い
、経

営
に
活
か
し
て
い
く
。

　
入
院
ベ
ッ
ド
の
稼
働
率

が
50
％
と
低
い
の
が
問
題

と
考
え
て
い
る
。今
後
の

更
な
る
高
齢
化
に
向
け
て

地
域
に
根
差
し
た
病
院
を

目
指
す
。

　
以
上
3
件
、採
決
の
結

果
、全
員
賛
成
で
認
定
す

べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し

た
。

市議会だより　№329

民生常任委員会 市民の生活と環境・福祉に関わる委員会です。

平
成
23
年
度
特
別
会
計
決
算
5
件

企
業
会
計
決
算
1
件
を
慎
重
審
査

委員 会 報 告

付託議案

　
当
常
任
委
員
会
は
、9
月
13
日
、委
員
会
を
開
催
し
、付
託
さ
れ
た
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
決
算
な
ど
5
件
と
企
業
会
計
1
件
に
つ
い
て
慎
重
に
審

査
し
ま
し
た
。

行
政
視
察

富山型デイサービスの研修

水口医療センター

富
山
市
と
南
砺
市
の

高
齢
者
支
援
事
業

　
当
常
任
委
員
会
で

は
、さ
る
7
月
24
日
、

25
日
の
両
日
に
か
け
て

所
管
す
る
、新
庁
舎
整

備
事
業
及
び
地
域
自
治

振
興
事
業
に
つ
い
て
、

先
例
地
で
あ
る
広
島

県
庄
原
市（
人
口
4
0
、

1
7
4
人
）と
兵
庫
県

朝
来
市（
人
口
3
3
、

5
4
9
人
）の
行
政
視

察
を
行
い
ま
し
た
。庄

原
市
で
は
合
併
前
よ

り
耐
震
上
の
問
題
が

あ
り
、そ
の
上
合
併
後

302
人
の
職
員
が
入
る
に

は
狭
く
、窓
口
が
バ
ラ

バ
ラ
で
市
民
の
要
望
も

ふ
ま
え
新
築
し
た
と
の

こ
と
、し
か
し
職
員
の

満
足
度
は
、少
し
事
務

ス
ペ
ー
ス
が
狭
い
と
の

感
を
受
け
ま
し
た
。防

災
機
能
は
震
度
7
に
耐

え
、空
調
電
源
は
個
別

に
な
っ
て
お
り
、バ
イ

オ
マ
ス
や
地
中
熱
を
活

平
成
23
年
度
甲
賀
市
土
地

取
得
事
業
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

　
本
会
計
は
土
地
の
先
行

取
得
に
よ
り
事
業
の
円
滑

な
推
進
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
設
置
さ
れ
て
い
る
も

の
で
す
。土
地
の
多
く
は

旧
町
か
ら
の
引
継
ぎ
に
よ

る
も
の
が
多
く
、今
後
は

一
般
会
計
等
で
買
い
戻
す

と
共
に
用
地
リ
ス
ト
に
基

づ
き
、地
価
の
動
向
も
見

極
め
て
処
分
し
た
い
と
の

こ
と
で
す
。

平
成
23
年
度
甲
賀
市
鉄
道

経
営
安
定
対
策
基
金
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て　
本
会
計
は
基
金
条
例
に

基
づ
き
信
楽
高
原
鐵
道
の

経
営
安
定
に
よ
る
地
域
公

共
交
通
の
維
持
確
保
を
図

る
た
め
の
会
計
で
す
。現

在
は
、基
金
の
取
り
崩
し

が
運
用
益
を
上
回
る
状
況

が
続
い
て
い
る
た
め
、高

原
鐵
道
が
策
定
し
た
再
生

ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
公
有

民
営
化
に
よ
る
上
下
分
離

方
式
の
導
入
を
め
ざ
そ
う

と
す
る
も
の
で
、こ
れ
に

よ
り
高
原
鐵
道
の
収
支
バ

ラ
ン
ス
が
図
ら
れ
、併
せ

て
当
基
金
の
扱
い
に
つ
い

て
の
方
向
性
を
検
討
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。同
時

に
再
生
ビ
ジ
ョ
ン
の
内
容

に
つ
い
て
市
民
の
理
解
を

得
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

平
成
23
年
度
甲
賀
市
鉄
道

施
設
整
備
基
金
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
本
会
計
は
高
原
鐵
道
の

安
全
性
向
上
を
図
る
た
め

施
設
整
備
に
充
当
す
る
も

の
で
す
。当
会
計
の
課
題

と
し
て
は
、上
下
分
離
方

式
導
入
後
の
財
源
確
保
に

つ
い
て
の
方
向
性
が
強
く

求
め
ら
れ
る
た
め
、本
市

と
し
て
県
当
局
に
対
し
多

額
の
基
金
設
定
を
求
め
る

こ
と
が
不
可
欠
と
な
り
ま

す
。

　
当
常
任
委
員
会
は
、
9
月
13
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
付
託
さ
れ
た
特

別
会
計
決
算
3
件
と
請
願
1
件
に
つ
い
て
、
執
行
部
及
び
請
願
者
に
資
料

の
提
出
と
説
明
を
求
め
、
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

2012.11 8

総務常任委員会市行政推進の中核を担っている委員会です。

平
成
23
年
度
特
別
会
計
決
算
３
件
、

請
願
１
件
を
慎
重
審
査

委 員 会 報 告

請
願
審
査

付託議案

行
政
視
察

請
願
第
3
号「
陸
上
自
衛

隊
饗
庭
野
演
習
場
に
お
け

る
日
米
合
同
演
習
の
中
止

を
求
め
る
請
願
書
」

　
本
請
願
の
審
査
に
あ
た

っ
て
は
委
員
会
協
議
会
に

切
替
え
、請
願
者
で
あ
る

「
ふ
る
さ
と
を
ア
メ
リ
カ

軍
に
使
わ
せ
な
い
滋
賀
県

連
絡
会
」の
メ
ン
バ
ー
の

出
席
を
求
め
趣
旨
説
明
を

受
け
ま
し
た
。防
衛
と
言

う
観
点
か
ら
、や
は
り
必

要
で
あ
る
こ
と
は
理
解
で

き
る
が
、演
習
ご
と
に
区

域
が
広
が
り
、住
民
に
と

っ
て
は
不
安
が
つ
の
る
ば

か
り
の
合
同
演
習
は
や
め

て
ほ
し
い
と
の
こ
と
で
し

た
。委
員
会
を
再
会
後
紹

介
議
員
の
補
足
説
明
を
受

け
、討
論
、採
決
の
結
果
本

請
願
は
不
採
択
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
以
上
3
特
別
会
計
に
つ

い
て
は
採
決
の
結
果
、全

員
賛
成
に
て
認
定
す
べ
き

も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

用
し
て
再
生
エ
ネ
ル
ギ

ー
が
利
用
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　
次
に
訪
れ
た
朝
来
市

「
与
布
土
地
域
自
治
協

議
会
」で
は
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
基
本
精
神
は
あ

く
ま
で
区
で
あ
り
、そ

れ
を
補
う
の
が
協
議
会

で
あ
る
。小
学
校
区
と

い
う
よ
り
、旧
村
単
位

と
い
う
考
え
で
あ
る
と

の
こ
と
、協
議
会
の
活

動
に
つ
い
て
は
実
践
を

通
じ
て
市
民
に
理
解
を

し
て
も
ら
い
意
識
付
け

を
し
て
も
ら
っ
て
い
る

と
の
こ
と
で
し
た
。



　
8
月
10
日
に
開
催
さ

れ
た
委
員
会
で
は
土
山

町
大
河
原
に
あ

る
、か
も
し
か
荘

の
取
り
組
み
に

つ
い
て
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

　
昭
和
44
年

に
建
設
さ
れ

た
か
も
し
か

荘
は
、老
朽
化

に
伴
い
今
回

建
替
え
る
こ

と
と
な
り
、そ

の
概
要
に
つ
い
て
説

明
を
う
け
た
後
、現
地

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
現
地
で
は
、解
体
工

平
成
23
年
度
公
共
下
水
道

事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

　
下
水
道
整
備
率
は
59.1
％

で
す
が
、委
員
会
で
は
、公

共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
宅
内
工

事
が
進
ん
で

い
な
い
と
こ

ろ
の
対
応
に

つ
い
て
質
疑

を
行
い
、普

及
啓
発
を
十

分
に
行
な
っ

て
い
る
と
の

回
答
で
し
た
。

　
採
決
の
結

果
、全
員
賛

成
で
認
定
す

べ
き
も
の
と

決
定
し
ま
し

た
。

平
成
23
年
度

農
業
集
落
排

水
事
業
特
別

会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

　
従
来
の
農
業
集
落
排
水

の
下
水
道
使
用
料
は
、人

数
割
で
し
た
が
、平
成
23

年
か
ら
公
共
下
水
道
と
同

様
に
上
水
道
使
用
量
に
よ

り
使
用
料
金
が
決
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
採
決
の
結
果
、全
員
賛

成
で
、認
定
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
ま
し
た
。

平
成
23
年
度
野
洲
川
基
幹

水
利
施
設
管
理
事
業
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
本
事
業
は
、野
洲
川
の

基
幹
水
利
施
設
で
あ
る
野

洲
川
ダ
ム
と
水
口
頭
首
工

に
係
る
施
設
管
理
事
業
で

あ
り
、国
・
県
の
補
助
金

及
び
関
係
市
か
ら
の
負
担

金
を
受
け
、そ
の
運
営
を

野
洲
川
土
地
改
良
区
に
委

託
を
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
採
決
の
結
果
、全
員
賛

成
で
、認
定
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
ま
し
た
。

平
成
23
年
度
浄
化
槽
管
理

事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

　
本
事
業
は
、希
望
ヶ
丘

の
上
下
水
道
の
施
設
移
管

を
受
け
、集
中
浄
化
槽
と

し
て
施
設
の
維
持
管
理
を

行
っ
て
お
り
、平
成
25
年

度
末
を
目
標
に
公
共
下
水

道
へ
の
接
続
が
計
画
的
に

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
採
決
の
結
果
、全
員
賛

成
で
認
定
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
ま
し
た
。

平
成
23
年
度
水
道
事
業
会

計
決
算
の
認
定
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

　
上
水
道
、簡
易
水
道
の

合
計
給
水
栓
数
は
3
万

3
、1
5
4
栓
で
、前
年
度

に
比
べ
238
栓
の
増
加
と
な

り
ま
し
た
が
使
用
量
は
1.8

%
減
と
な
り
ま
し
た
。質

疑
で
は
、市
が
送
水
し
て

い
る
水
量
に
対
し
て
料
金

に
反
映
さ
れ
る
有
水
量
が

86.2
％
と
全
国
平
均
90.9
％
を

下
回
っ
て
い
る
こ
と
に
質

問
が
あ
り
ま
し
た
。

　
採
決
の
結
果
、全
員
賛

成
で
認
定
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
ま
し
た
。

平
成
23
年
度
特
別
会
計
決
算
4
件
、

　
企
業
会
計
決
算
1
件
を
慎
重
審
査

付託議案
　
当
常
任
委
員
会
は
、
9
月
13
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
付
託
さ
れ
た
特
別

会
計
決
算
4
件
、
企
業
会
計
決
算
1
件
に
つ
い
て
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

所
管
事
務
調
査
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事
が
終
わ
り
都
市
と
の

交
流
セ
ン
タ
ー
の
み
が

残
っ
て
い
る
様
子
を
視

察
し
ま
し
た
。

　
平
成
24
年
4
月
か
ら
、

教
育
委
員
会
に
報
告
を
受

け
た
も
の
と
し
て
、
い
じ

め
に
該
当
す
る
も
の
は
1

件
、
い
じ
め
の
疑
い
が
あ

る
も
の
は
10
校
で
19
件
あ

る
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
滋
賀
県
「
ス

ト
ッ
プ
い
じ
め
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
」
の
策
定
を
受

け
、
平
成
24
年
3
月
に
各

校
に
応
じ
た
「
ス
ト
ッ
プ

い
じ
め
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
」
を
策
定
し
保
護
者
へ

の
周
知
を
指
示
し
た
。
ま

た
、
校
長
会
、
教
頭
会
を

毎
月
開
催
し
状
況
報
告
を

受
け
対
応
し
て
い
る
。

　
今
後
の
対
応
で
は
、
市

教
委
に
よ
る
学
校
訪
問
に

お
け
る
聞
き
取
り
及
び
指

導
、
臨
時
校
長
会
、
各
小

中
学
校
に
お
い
て
い
じ
め

を
な
く
す
た
め
の
児
童

会
・
生
徒
会
活
動
の
支
援

（
ポ
ス
タ
ー
等
）、
ま
た
、

い
じ
め
等
相
談
機
関
一
覧

を
記
し
た
マ
グ
ネ
ッ
ト
カ

ー
ド
の
作
成
と
配
布
を
行

う
等
の
報
告
が
さ
れ
ま
し

た
。

　
主
な
質
疑
で
は
、

問
／
ス
ト
ッ
プ
い
じ
め
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
は
す
ば

ら
し
い
が
、
現
場
の
先
生

へ
の
対
応
を
ど
う
考
え
て

い
る
か
。

答
／
日
常
の
観
察
は
当
然

の
こ
と
な
が
ら
、
中
学
校

で
は
生
活
日
記
の
実
施
、

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
期
間
を

設
け
た
り
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
て
お
り
、
実
態
を

把
握
し
対
応
で
き
る
ケ
ー

ス
も
あ
る
。
生
徒
本
人
だ

け
で
な
く
周
囲
の
児
童
生

徒
か
ら
の
報
告
も
あ
り
、

教
師
の
人
権
感
覚
も
重
要

で
あ
る
。
教
師
の
洞
察
力
、

対
応
力
が
問
わ
れ
る
部
分

で
あ
り
個
人
に
は
限
界
が

あ
る
。
校
長
会
で
は
複
眼

で
、
組
織
と
し
て
見
る
体

制
が
大
事
で
あ
る
と
力
説

し
て
い
る
。
ま
た
、
家
庭

と
の
連
絡
も
大
切
で
あ
る
。

問
／
中
学
校
は
教
科
担
任

制
な
の
で
生
徒
の
状
況
が

把
握
し
難
い
の
で
は
な
い

の
か
、
先
生
同
士
が
話
し

合
う
体
制
は
あ
る
か
。

答
／
中
学
校
で
は
学
年
ご
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当
常
任
委
員
会
は
、
８
月
21
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
市
に
お
け
る

「
い
じ
め
」
の
現
状
と
そ
の
対
応
等
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

甲
賀
市
に
お
け
る「
い
じ
め
」の
現
状

現
地
調
査

　
貴
生
川
小
学
校
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
に
つ

い
て
現
地
の
工
事
状
況

を
確
認
し
ま
し
た
。

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
水
は

け
や
、
工
法
等
に
つ
い

て
の
説
明
等
を
受
け
、

と
に
会
議
を
持
っ
て
い
る
。

い
じ
め
、
不
登
校
等
の
気

に
な
る
生
徒
を
個
々
に
挙

げ
定
期
的
に
話
し
合
っ
て

い
る
。
複
数
の
目
で
見
る

体
制
を
と
っ
て
い
く
よ
う

指
導
し
て
い
る
。

　
い
じ
め
は
加
害
者
、
被

害
者
、
は
や
し
立
て
る
グ

ル
ー
プ
、
傍
観
者
グ
ル
ー

プ
の
4
層
構
造
と
な
っ
て

い
る
。
傍
観
者
に
な
ら
な

い
文
化
を
作
っ
て
い
く
た

め
に
は
、
生
徒
に
ア
ク
シ

ョ
ン
を
起
こ
さ
せ
る
取
り

組
み
が
必
要
で
あ
る
。

　
い
じ
め
に
か
か
わ
ら
ず

担
当
者
は
現
場
訪
問
を
し

て
状
況
把
握
を
し
て
い
る
。

生
徒
が
話
し
合
う
場
の
設

定
に
も
従
来
か
ら
取
り
組

み
、
大
津
の
例
も
話
題
に

し
て
い
る
。

問
／
隠
す
体
質
等
の
風
潮

は
な
い
か
。

答
／
隠
す
と
い
う
こ
と
は

な
く
学
校
が
教
育
委
員
会

に
報
告
し
て
、
一
緒
に
課

題
を
解
決
し
た
い
。
報
告

が
入
れ
ば
、
電
話
、
訪
問

等
で
、
す
ぐ
に
対
応
し
て

い
る
。
関
連
機
関
の
協
力

を
得
る
こ
と
も
必
要
で
、

子
ど
も
を
追
い
込
む
こ
と

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

さ
ら
に
大
き
な
犯
罪
に
つ

な
が
ら
な
い
よ
う
、
学
校

の
機
能
を
超
え
た
場
合
に

は
、
警
察
と
も
協
力
し
取

り
組
ん
で
い
く
ス
タ
ン
ス

で
い
る
。

　
そ
の
他
、
多
く
の
質
問

が
あ
り
、
い
じ
め
問
題
の

今
後
の
適
切
な
対
応
を
求

め
ま
し
た
。

貴
生
川
小
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
拡
張
工
事

工
期
は
9
月
14
日
で
、

小
学
校
の
運
動
会
に
は

間
に
合
わ
せ
る
と
の
こ

と
で
し
た
。

　
貴
生
川
幼
稚
園
を
取

り
壊
し
、
新
し
く
拡
張

さ
れ
る
運
動
場
は
200
m

ト
ラ
ッ
ク
や
遊
具
等
の

ス
ペ
ー
ス
も
十
分
に
あ

り
、
子
ど
も
た
ち
が
の

び
の
び
と
運
動
で
き
る

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
な
り
ま

す
。



問
　
災
害
時
に
福
祉
避
難

所
に
受
け
入
れ
る
要
援
護

者
の
人
数
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
65
才
以

上
の
高
齢
者
が
2
、7
9
2

人
、障
が
い
者
の
方
が
454
人
、

そ
の
他
自
力
で
避
難
が
困

難
な
方
が
182
人
。

問
　
災
害
時
に
助
け
て
ほ

し
い
と
要
望
さ
れ
て
い
る

人
へ
の
対
策
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
広
報
媒

体
の
利
用
や
障
が
い
者
施

設
、医
療
機
関
な
ど
に
呼

び
か
け
て
周
知
に
努
め
る
。

問
　
福
祉
避
難
所
へ
食
料

品
な
ど
の
生
活
必
需
品
を

配
備
す
る
計
画
は
。

保
管
場
所
や
数
量
等
を
協

議
調
整
し
な
が
ら
順
次
計

画
的
に
整
備
す
る
。

問
　
通
学
路
の
危
険
箇
所

を
調
査
さ
れ
た
内
容
は
。

教
育
部
長
　
危
険
と
思
わ

れ
る
箇
所
に
つ
い
て
各
学

校
に
現
状
報
告
を
求
め
、

県
や
市
の
関
係
部
署
、警

察
、保
護
者
、学
校
及
び
教

育
委
員
会
と
の
合
同
体
制

で
現
地
確
認
を
実
施
し

た
。

問
　
調
査
結
果
と
方
針
は
。

教
育
部
長
　
121
箇
所
の
現

地
調
査
を
行
っ
た
。
市
道

は
緊
急
性
の
高
い
箇
所
か

ら
区
画
線
・
グ
リ
ー
ン
ベ

ル
ト
・
転
落
防
止
柵
等
順

次
整
備
を
進
め
る
。

問
　
学
校
へ
の
不
審
電
話

対
策
と
し
て
、録
音
機
能

付
き
着
信
ナ
ン
バ
ー
表
示

電
話
機
の
設
置
を
。

教
育
部
長
　
導
入
は
有
効

性
を
見
極
め
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。

問
　
貴
生
川
の
幼
保
園
廃

止
や
、
地
域
情
報
化
、
庁

舎
建
設
な
ど
、
市
政
運
営

の
進
め
方
は
「
住
民
の
声

を
」
優
先
に
、
十
分
な
議

論
を
す
べ
き
だ
。

市
長
　
各
審
議
会
や
委
員

会
も
「
一
人
一
役
」
に
と

配
慮
す
る
な
ど
生
の
声
を

反
映
す
る
よ
う
に
努
め
て

き
た
。

問
　
大
津
市
の
事
件
を
教

訓
に
、
い
じ
め
実
態
と
問

題
解
消
の
取
り
組
み
は
。

教
育
部
長
　
平
成
21
年
度

か
ら
現
在
ま
で
「
い
じ
め

の
件
数
」
は
13
件
。

　
ま
た
、
今
年
1
月
か
ら

「
疑
い
の
あ
る
事
案
」
は
、

現
在
ま
で
45
件
。

　
小
学
5
年
か
ら
中
学
2

年
で
事
案
が
多
く
な
る
傾

向
で
本
市
も
ほ
ぼ
同
様
。

内
容
は
、「
ひ
や
か
し
」

や
「
か
ら
か
い
」
に
よ
る

も
の
10
件
な
ど
。
い
じ
め

対
策
は
、
ケ
ー
ス
会
議
や

対
策
会
議
で
協
議
し
て
い

る
。

問
　
原
発
撤
退
の
声
は
日

増
し
に
大
き
い
。
太
陽
光

発
電
な
ど
市
の
独
自
補
助

を
す
べ
き
だ
。

市
長
　
個
人
向
け
の
補
助

は
考
え
て
い
な
い
が
、
公

的
な
施
設
や
地
域
な
ど
で

の
導
入
促
進
効
果
の
向
上

を
考
え
て
い
る
。

問
　
生
活
保
護
の
現
状
と

扶
養
義
務
に
つ
い
て
。

健
康
福
祉
部
長
　
保
護
開

始
は
59
、
却
下
が
1
件
。

扶
養
義
務
は
保
護
に
優
先
、

開
始
要
件
で
な
い
。

問
　
甲
賀
市
が
株
主
と
し

て
出
資
し
て
い
る
第
三
セ

ク
タ
ー
の
現
状
と
市
が
そ

れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
行
政
評

価
を
し
て
い
る
の
か
。
ま

た
役
員
報
酬
は
市
が
把
握

し
て
い
る
の
か
。

総
務
部
長
　
市
の
第
三
セ

ク
タ
ー
は
現
在
9
社
と
な

っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の

会
社
で
経
営
を
確
認
す
る

方
法
は
異
な
る
が
出
資
法

に
基
づ
い
て
決
算
報
告
を

求
め
て
適
正
に
対
応
し
て

い
る
。
ま
た
役
員
報
酬
は
、

総
額
に
よ
り
報
告
義
務
が

あ
り
把
握
し
て
い
る
。

問
　
第
三
セ
ク
タ
ー
と
し

て
、
平
成
23
年
に
設
立
し

た
『
株
式
会
社
あ
い
コ
ム

こ
う
か
』
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
な
方
法
で
出
資
を

募
集
し
た
の
か
。
ま
た
そ

の
中
で
事
業
所
決
定
は
、

誰
が
ど
の
よ
う
な
方
法
で

決
定
し
た
の
か
。

市
長
　
甲
賀
市
が
本
組
織

に
託
し
た
使
命
を
果
せ
る

よ
う
に
、
経
営
の
安
定
化

を
図
る
必
要
が
あ
る
。
加

え
て
常
日
ご
ろ
多
業
種
の

方
か
ら
積
極
的
に
地
域
貢

献
し
て
い
る
企
業
に
対
し

て
説
明
し
て
賛
同
い
た
だ

い
た
中
か
ら
市
の
出
資
比

率
等
及
び
市
の
姿
勢
、
市

の
方
針
を
理
解
し
て
い
た

だ
い
た
企
業
の
中
か
ら
組

織
と
し
て
決
定
し
た
。

市議会だより　№3213

一般質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

安
井
直
明 

議
員

いじめの実態と対策は

生徒の思いに寄り添い
解決を

Q

A

問 問

QA
福
祉
避
難
所
の
整
備
計
画
は

順
次
計
画
的
に
整
備
す
る

QA
甲
賀
市
と
第
三
セ
ク
タ
ー
は

出
資
法
に
基
づ
い
て
市
も
監
視
を

通学路での見守り

総
務
部
長

教
育
部
長

教
育
部
長

教
育
部
長

教
育
部
長

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

危
機
・
安
全
管
理
統
括
監

健
康
福
祉
部
長

問問

問問

市
長

市
長

市
長

問問問問

問問

森嶋克已 議員

土山定信 議員

費用が高い太陽光発電に
市の補助を

2012.11 12

13人の議員が

市の考えを問う市の考えを問う市の考えを問う
一般質問一般質問

13人の議員が

平成24年 第3回甲賀市議会定例会一般質問
平成24年9月4日・5日・6日

順番 氏　名質問方法 質　問　事　項

1 土山　定信分割

2

3

安井　直明分割

4

森嶋　克已分割

5

白坂萬里子分割

6

鵜飼　　勲分割

7

山岡　光広分割

8

分割

分割

9

加藤　和孝

分割

10 分割

11

木村　泰男

分割

12

的場　計利

分割

13

中西弥兵衞

分割

小西喜代次

小松　正人

橋本　恒典

1  甲賀市の第３セクター全般について 
2  甲賀市と土山ハイウェイサービス株式会社の関係は 
3  株式会社あいコムこうかについて 
1  市政運営の進め方は「住民の声を」優先に 
2  大津市の事件を教訓に、いじめ実態と問題解消に向けた取り組みについて 

3  原発撤退の声は日増しに大きくなっている。自然エネルギーへの転換のためにも太陽光発電
    など市の独自補助をすべきだ 

4  生活保護行政の現状と扶養義務について 
1  災害時における福祉避難所について 
2  「子どもを守る」安全対策について 
1  「大津のいじめ問題から本市の対策」について 
2  「コンビニにおける証明書等の交付」について 
3  「認知症家族の会」の組織化を 
1  甲賀市の未来（あす）をひらく子育てについて
1  大規模地震と原発立地、防災対策について 
2  環境配慮型と地方自治体の節電対策について 

3  保健師の増員と専門職が生かせる職場環境を、「生き生き100歳体操」を市全体に拡げ
    健康づくりを 

4  児童クラブの延長保育と夏季休暇中の対応について 
1  災害に強いまちづくりについて 
2  セーフティーネット住宅の整備促進について 
3  うつ病対策・自殺予防対策について 
4  妊婦健診について 
1  甲賀市財政の今後の推移 
2  甲賀地域道路整備アクションプログラム（第2次）の策定と市内の道路整備について
1  ＪＲ甲南駅整備計画の進捗状況について 
2  新名神甲南ＰＡ利用者も甲南ＩＣの出入ができるように改良を 
1  Ｈ24年度当初予算編成方針がめざす5つのテーマに沿った重点事業等の進捗状況を問う 
2  「あい甲賀ふるさと応援基金」の現状と今後の取りくみ方針を問う
1  市の責任で特別養護老人ホームの増設を求める 
2  高すぎる国保税を引き下げ、窓口負担に市の独自補助を 
3  中学校卒業までの子どもの外来医療費無料化の拡大を 
4  高齢者、障がい者への公共交通に乗車補助とコミュニティバスの実態調査と改善をせよ 
1  「心の健康」障がい者を支える関係機関の連携のあり方について 
2  安心して住める市営住宅環境の整備を急げ 
3  小学生の広島平和記念式典の参加枠の拡充と平和教育について 
4  都市農村交流事業の推進について 
1  協働のまちづくりの現状について 
2  市の国際化と国際交流について 

◎より詳細な内容はインターネット・甲賀市ホ－ムペ－ジの市議会（議会中継）で本会議の模様をご覧いただけます。http://www.city.koka.lg.jp/
◎傍聴のご案内
　本会議は原則として公開されています。議会を傍聴することにより、市政の方針を知ったり、市議会の活動に触れていただくことが出来ます。
　ぜひ市議会の傍聴にお越しください。



問
　
旧
甲
南
町
の
時
か
ら

の
強
い
要
望
で
あ
る
Ｊ
Ｒ

甲
南
駅
周
辺
整
備
事
業
の

進
捗
状
況
を
尋
ね
る
。

建
設
部
長
　
Ｊ
Ｒ
甲
南
駅

に
つ
い
て
、
本
年
度
基
本

設
計
業
務
を
行
っ
て
い
る
。

駅
舎
の
配
置
、
自
由
通
路
、

南
北
広
場
な
ど
を
検
討
、

本
年
度
下
半
期
に
は
、
駅

舎
及
び
周
辺
施
設
全
体
の

概
要
を
確
立
さ
せ
る
。

問
　
整
備
計
画
の
全
容
と

整
備
工
程
を
問
う
。

建
設
部
長
　
南
北
地
域
の

一
体
性
を
図
る
自
由
通
路

の
設
置
、
交
通
機
能
向
上

を
図
る
南
・
北
側
の
駅
前

広
場
整
備
、（
仮
称
）
甲

南
駅
前
線
を
含
む
3
路
線

の
幹
線
道
路
整
備
、
駅
周

辺
地
域
の
雨
水
排
水
対
策

が
基
幹
事
業
で
す
。

　
25
年
度
に
自
由
通
路
、

南
北
の
駅
前
広
場
、
ア
ク

セ
ス
道
路
の
都
市
計
画
決

定
を
行
い
、
駅
舎
及
び
駅

前
広
場
な
ど
の
実
施
設
計

を
す
る
。

　
26
年
度
以
降
、
幹
線
道

路
及
び
雨
水
排
水
の
実
施

設
計
を
行
い
、
用
地
取
得

完
了
後
、
新
駅
舎
の
建
築

な
ど
工
事
着
手
す
る
。

問
　
新
名
神
甲
南
Ｐ
Ａ
か

ら
Ｉ
Ｃ
へ
出
入
り
で
き
る

よ
う
に
。

建
設
部
長
　
滋
賀
県
、
ネ

ク
ス
コ
西
日
本
、
県
警
察

本
部
、
高
速
道
交
通
警
察

隊
と
協
議
を
重
ね
て
い
る
。

安
全
面
な
ど
課
題
が
あ
る

が
関
係
機
関
と
協
議
を
重

ね
、
事
業
実
施
に
向
け
取

り
組
み
を
強
化
し
て
い
く
。

問

問

問

問
　
平
成
26
年
度
の
110
億

円
の
市
債
に
よ
る
117
億
円

の
投
資
的
経
費
の
内
訳
は
。

市
長
　
小
中
学
校
の
耐
震

構
造
、
新
庁
舎
の
改
修
整

備
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

の
整
備
、
甲
南
駅
周
辺
整

備
事
業
の
他
、
道
路
新
設

改
良
事
業
な
ど
通
常
実
施

す
る
事
業
。

問
　
合
併
特
例
債
の
発
行

期
限
5
年
延
長
に
よ
り
ど

の
事
業
を
先
送
り
す
る
の

か
。

市
長
　
延
長
に
な
っ
て
も

単
純
に
先
送
り
し
な
い
。

財
政
収
支
見
通
し
を
見
直

し
す
る
際
に
慎
重
に
検
討

す
る
。

問
　
投
資
的
経
費
が
平
成

24
年
度
よ
り
3
年
間
で
192

億
円
。
大
き
な
後
遺
症
を

残
さ
な
い
か
。

市
長
　
こ
れ
ら
の
財
源
と

し
て
合
併
特
例
債
を
見
込

ん
で
お
り
、
効
果
的
に
活

用
し
て
実
施
す
る
。
現
時

点
で
の
収
支
見
通
し
で
は
、

財
源
不
足
は
生
じ
な
い
が
、

引
き
続
き
行
財
政
改
革
を

進
め
る
。

問
　
第
1
次
甲
賀
地
域
道

路
整
備
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
よ
る
国
道
・
県

道
の
整
備
状
況
は
。

建
設
部
長
　
改
良
系
事
業

で
は
、
全
21
路
線
中
、
完

了
9
、
継
続
3
、
休
止
6
、

未
着
手
3
路
線
で
あ
る
。

交
通
安
全
系
で
は
、
全
14

路
線
中
、
完
了
2
、
継
続

5
、
未
着
手
7
路
線
で
あ

る
。
引
き
続
き
未
着
手
路

線
の
早
期
着
工
を
要
望
し

て
い
く
。

市議会だより　№3215

一般質問

問
　
大
規
模
地
震
発
生
の

際
に
老
朽
化
し
た
橋
梁
が

倒
壊
し
て
道
路
が
寸
断
さ

れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

早
急
な
対
策
が
必
要
で
は

な
い
か
。

建
設
部
長
　
長
さ
15
ｍ
以

上
の
橋
梁
は
23
年
度
ま
で

に
点
検
を
終
え
て
い
る
。

修
繕
が
必
要
な
も
の
は
優

先
順
位
を
設
定
し
、
長
寿

命
化
修
繕
計
画
を
策
定
す

る
。

問
　
県
の
予
測
図
で
は
、

本
市
で
も
液
状
化
の
発
生

が
予
測
さ
れ
て
い
る
。
甲

賀
市
版
の
液
状
化
マ
ッ
プ

を
作
成
し
公
表
す
べ
き
と

考
え
る
が
。

　
県
の
予
測
図
で
は
、
市

全
域
が
「
液
状
化
の
危
険

度
は
低
い
」
と
さ
れ
て
い

る
が
、
直
下
型
地
震
が
発

生
し
た
場
合
等
で
は
一
部

地
域
で
液
状
化
が
発
生
す

QA
市
道
橋
梁
の
老
朽
化
対
策
に
つ
き
伺
う

長
寿
命
化
修
繕
計
画
の
中
で
検
討
す
る

る
リ
ス
ク
も
あ
る
た
め
、

液
状
化
マ
ッ
プ
を
作
成
し

公
表
し
て
い
く
。

問
　
妊
婦
の
方
が
安
心
し

て
妊
婦
健
診
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
さ
ら

な
る
公
費
負
担
の
拡
充
が

必
要
で
は
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
公
費
負

担
の
本
市
の
金
額
に
つ
い

て
は
、
県
の
要
綱
に
定
め

ら
れ
た
必
要
な
回
数
、
内

容
を
実
施
し
て
お
り
妥
当

と
考
え
て
い
る
。
今
後
、

近
隣
地
域
各
市
の
動
向
を

注
視
し
、
拡
充
の
必
要
性

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

QA
Ｊ
Ｒ
甲
南
駅
周
辺
整
備
の

進
捗
状
況
は

25
年
度
駅
舎
な
ど
の
実
施
設
計
を
行
う

木
村
泰
男 

議
員

合併特例債の駆け込み事業は
後遺症を残さないか

財源不足は生じない

Q

A

建
設
部
長

建
設
部
長

建
設
部
長

建
設
部
長

整備の遅れる県道（主要地方道）

問

問

問問

建
設
部
長

問

問

問

健
康
福
祉
部
長

市
長

市
長

市
長

的場計利 議員

加藤和孝 議員危
機
・
安
全
管
理
統
括
監

甲南PA

問
　
大
津
の
一
連
の
い
じ

め
報
道
に
率
直
な
感
想
は
。

教
育
長
　
子
ど
も
た
ち
の

命
を
守
り
抜
く
体
制
の
さ

ら
な
る
充
実
と
子
ど
も
の

言
動
を
心
で
聴
き
、
見
取

り
、
理
解
し
、
そ
の
思
い

に
応
え
て
い
か
ね
ば
と
考

え
て
い
る
。『
応
え
る
』

こ
と
の
で
き
る
教
師
の
育

て
に
も
努
め
て
い
き
た
い
。

問
　
い
じ
め
を
許
さ
な
い

と
い
う
環
境
こ
そ
学
校
本

来
の
あ
り
方
で
は
な
い
か
。

生
徒
手
帳
へ
の
相
談
窓
口

の
印
刷
を
考
え
て
は
。

教
育
長
　
安
心
・
安
全
な

教
育
環
境
が
ま
さ
に
本
来

の
学
校
の
姿
だ
。
い
じ
め

問
題
に
取
り
組
む
こ
と
は

学
校
本
来
の
姿
を
取
り
戻

す
取
り
組
み
だ
と
認
識
し

て
い
る
。
生
徒
手
帳
へ
の

印
刷
は
、
前
向
き
に
検
討

さ
せ
て
い
た
だ
く
。

問
　
住
基
カ
ー
ド
の
多
目

的
利
用
と
し
て
、住
基
カ

ー
ド
で

「
コ
ン
ビ

ニ
に
お

け
る
証

明
書
等

の
交
付

サ
ー
ビ

ス
」を
提
供
し
て
は
。

市
長
　
多
様
化
す
る
市
民

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
適
切
な

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て

い
く
こ
と
は
、
大
変
重
要

と
認
識
し
て
い
る
。
コ
ン

ビ
ニ
交
付
の
実
現
に
向
け

て
、
ま
ず
は
住
基
カ
ー
ド

の
普
及
に
努
め
、
前
向
き

に
検
討
し
て
い
く
。

問
　「
認
知
症
家
族
の
会
」

の
組
織
化
を
。

健
康
福
祉
部
長
　
組
織
の

立
ち
上
げ
に
つ
い
て
は
、

相
談
の
幅
を
広
げ
る
意
味

か
ら
も
必
要
と
考
え
、
組

織
化
を
目
指
し
て
い
く
。

問
　
不
育
症
治
療
の
市
単

独
助
成
と
理
解
促
進
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
国
や
県
、

先
進
事
例
を
参
考
に
し
な

が
ら
、
最
も
効
果
的
な
支

援
を
ど
の
よ
う
に
す
べ
き

か
検
討
す
る
。
不
育
症
に

つ
い
て
正
し
く
理
解
さ
れ

る
よ
う
関
係
機
関
と
連
携

し
周
知
す
る
。

問
　
児
童
虐
待
の
現
状
と

対
応
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
年
々
増

加
傾
向
に
あ
る
。
個
別
ケ

ー
ス
検
討
会
議
を
開
催
し

対
応
し
て
い
る
。
医
療
機

関
と
の
連
携
に
つ
い
て
は

よ
り
万
全
な
体
制
を
構
築

し
て
い
く
た
め
に
歯
科
医

師
会
も
含
め
て
更
な
る
連

携
が
必
要
と
認
識
し
て
い

る
。

問
　
子
ど
も
の
自
立
を
支

援
す
る
条
例
に
つ
い
て
。

健
康
福
祉
部
長
　
す
べ
て

の
子
ど
も
の
健
や
か
な
育

ち
を
大
切
に
し
、
子
ど
も

の
主
体
的
な
育
ち
を
支
援

す
る
こ
と
の
で
き
る
地
域

社
会
の
実
現
を
総
合
的
、

継
続
的
に
推
進
で
き
る
よ

う
、
広
く
意
見
を
求
め
て

十
分
な
協
議
を
行
い
な
が

ら
対
応
を
検
討
し
た
い
。

問
　
貴
生
川
認
定
こ
ど
も

園
の
現
状
と
課
題
に
つ
い

て
。

教
育
部
長
　
園
運
営
に
お

い
て
最
も
大
切
に
す
べ
き

は
安
全
へ
の
取
り
組
み
で

あ
る
。
よ
り
安
全
に
つ
い

て
の
意
識
を
高
め
、
市
も

し
っ
か
り
と
関
わ
っ
て
い

く
。

地
域
防
災
計
画
に
反
映
し

た
い
。原
子
力
防
災
は
、国

の
責
任
と
負
担
に
お
い
て

な
さ
れ
る
べ
き
も
の
。

問
　
新
庁
舎
や
公
共
施
設

で
の
環
境
配
慮
型
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
推
進
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
よ

り
安
く
て
効
率
が
良
い
高

反
射
型
蛍
光
灯
の
整
備
を
。

副
市
長
　
太
陽
光
・
地
中

熱
な
ど
技
術
的
・
環
境
性
・

経
済
性
な
ど
を
多
方
面
か

ら
検
討
し
て
実
施
。費
用

対
効
果
を
検
討
し
、省
エ

ネ
型
蛍
光
灯
に
更
新
し
た

い
。

問
　
土
山
と
信
楽
に
地
域

包
括
セ
ン
タ
ー
が
で
き
た

が
、
保
健
師
は
増
え
て
い

な
い
。
増
員
と
専
門
職
が

生
か
せ
る
職
場
環
境
を
。

健
康
福
祉
部
長
　
本
来
の

保
健
師
業
務
が
で
き
る
よ

う
適
正
な
職
員
配
置
に
努

め
る
。

問
　
児
童
ク
ラ
ブ
で
条
例

に
規
定
の
な
い
延
長
保
育

料
が
徴
収
さ
れ
て
い
る
。

健
康
福
祉
部
長
　
市
内
統

一
し
た
制
度
と
な
る
よ
う

調
整
を
す
す
め
る
。

問
　
福
井
原
発
群
に
お
け

る
活
断
層
と
破
砕
帯
の
徹

底
調
査
、
立
地
上
適
地
と

な
ら
な
い
場
合
は
即
廃
炉

に
。
地
域
防
災
計
画
の
地

震
想
定
を
抜
本
的
に
見
直

す
べ
き
。
原
発
防
災
備
品

に
つ
い
て
は
国
に
財
政
支

援
を
求
め
る
べ
き
。

市
長
　
国
に
お
い
て
廃
炉

決
定
な
ど
適
切
な
判
断
が

な
さ
れ
る
も
の
。国
の
最

新
デ
ー
タ
を
ふ
ま
え
な
が

ら
被
害
予
測
を
再
検
証
し
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QA
不
育
症
治
療
の
市
単
独
助
成
は

効
果
的
な
支
援
を
検
討
す
る

一般質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

白
坂
萬
里
子 
議
員

大津のいじめ問題から
本市の対策は

子どもの言動・思いに
応える環境に努める

Q

A

山
岡
光
広 

議
員

活断層に立地する
原発は廃炉に

国において
適切な判断がされる

Q

A

市
長

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

問問

問

問

問問

問

問問問

将来をたくす子どもたち

問問健
康
福
祉
部
長

市
長

教
育
部
長

副
市
長

鵜飼　勲 議員

教
育
長

教
育
長



問
　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

の
現
状
は
。

市
長
　
市
内
す
べ
て
の
地

域
で
自
治
振
興
会
を
創
設

い
た
だ
き「
共
に
生
み
出

す
社
会
」の
実
現
に
向
け

一
歩
ず
つ
近
づ
い
て
い
る
。

ま
た
、昨
年
度
か
ら「
市
民

協
働
事
業
提
案
制
度
」を

実
施
し
て
い
る
。

問
　
あ
い
こ
う
か
市
民
活

動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
の
現
状
は
。

総
合
政
策
部
長
　
市
民
福

祉
活
動
セ
ン
タ
ー
内
に
設

置
し
た「
あ
い
こ
う
か
市

民
活
動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
」は
N
P
O
な

ど
の
テ
ー
マ
型
の
市
民
活

動
団
体
だ
け
で
な
く
、区
・

自
治
会
、自
治
振
興
会
も

含
め
た
市
民
活
動
の
支
援

を
行
う
機
関
と
し
て
、ま

ち
づ
く
り
活
動
の
中
間
的

支
援
を
行
っ
て
い
る
。

問
　
市
の
国
際
化
と
多
文

化
共
生
社
会
に
向
け
た
取

り
組
み
は
。

総
合
政
策
部
長
　
平
成
22

年
に「
国
際
化
推
進
計
画
」

を
策
定
し
進
め
て
い
る
。

問
　
市
国
際
交
流
協
会
の

支
援
は
。

教
育
長
　
合
併
以
降
財
政

的
支
援
を
行
っ
て
い
る
が
、

協
働
の
視
点
に
立
ち
連
携

協
力
を
基
本
と
し
て
い
る
。

問
　
日
本
語
教
育
に
対
す

る
支
援
は
。

教
育
長
　
市
国
際
交
流
協

会
の
委
託
事
業
と
し
て
一

般
成
人
を
対
象
と
し
た
日

本
語
教
室
を
開
催
し
て
お

り
、交
流
の
場
と
し
て
も

活
用
い
た
だ
い
て
い
る
。

直
し
を
し
入
居
者
の
意
向

を
聞
き
、
順
次
建
て
替
え

や
取
り
壊
し
を
し
て
適
時

対
応
を
図
る
。

建
設
部
長
　
ご
指
摘
の
住

宅
は
入
居
者
と
調
整
し
取

り
壊
し
な
ど
対
処
す
る
。

問
　
児
童
の
広
島
平
和
記

念
式
典
の
参
加
枠
の
拡
充

と
平
和
教
育
に
つ
い
て
。

市
長
　
参
加
枠
は
拡
大
す

る
。
次
世
代
の
子
ど
も
達

に
平
和
経
験
を
さ
せ
た
い
。

教
育
長
　
戦
争
の
悲
惨
さ

と
平
和
の
大
切
さ
を
学
ぶ

平
和
教
育
で
平
和
に
尽
く

す
人
づ
く
り
を
め
ざ
す
。

問
　
市
の
都
市
農
村
交
流

事
業
の
目
的
と
効
果
は
。

市
長
　
田
舎
体
験
の
民
泊

は
農
村
を
活
性
化
す
る
。

産
業
経
済
部
長
　
都
市
農

村
交
流
推
進
協
議
会
が
教

育
旅
行
を
受
け
入
れ
る
。

QA
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
現
状
は

市
民
活
動
を
し
っ
か
り
と
サ
ポ
ー
ト

総
合
政
策
部
長

総
合
政
策
部
長

教
育
長

教
育
長
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一般質問・特別委員会の動き

橋本恒典 議員

　
環
境
対
策
特
別
委
員
会

で
は
、
継
続
的
に
散
在
性

不
法
ゴ
ミ
投
棄
や
環
境
対

策
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
8
月
20
日
に
は
、

委
員
会
を
開
催
し
、
水
口

町
に
あ
る
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

ン
ド
の
土
壌
及
び
地
下
水

汚
染
状
況
の
調
査
結
果
と

今
後
の
対
策
、
信
楽
町
黄

瀬
地
先
の
陶
器
ガ
ラ
の
不

法
投
棄
の
概
要
に
つ
い
て

説
明
を
聞
き
ま
し
た
。

　
水
口
町
日
電
地
先
に
あ

る
「
グ
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
ル

水
口
SS
」
敷
地
内
の
土
壌

及
び
地
下
水
中
に
お
い
て

環
境
基
準
を
こ
え
る
ベ
ン

ゼ
ン
が
検
出
さ
れ
た
こ
と

が
今
年
5
月
に
明
ら
か
に

な
り
、
そ
の
後
、
県
が
周

囲
約
650
m
以
内
12
地
点
の

井
戸
水
へ
の
影
響
を
調
査

し
て
い
た
と
こ
ろ
、
ベ
ン

ゼ
ン
・
鉛
と
も
不
検
出
で

し
た
。
委
員
会
で
は
引
き

続
き
地
下
水
の
影
響
監
視

を
強
め
る
と
と
も
に
、
敷

地
内
の
土
壌
・
水
質
汚
染

の
除
去
策
を
早
急
に
講
じ

る
よ
う
業
者
に
指
導
す
る

よ
う
要
請
し
ま
し
た
。

　
信
楽
の
陶
器
製
造
業
者

に
よ
る
不
法
投
棄
は
、
ほ

と
ん
ど
が
陶
器
の
不
良
品

で
し
た
が
、
釉
薬
や
着
色

さ
れ
た
粉
体
か
ら
有
害
物

質
が
検
出
さ
れ
た
た
め
、

こ
れ
も
周
辺
の
土
壌
及
び

河
川
へ
の
影
響
を
調
査
し

て
い
ま
し
た
。
結
果
は
、

い
ず
れ
も
不
検
出
も
し
く

は
環
境
基
準
以
下
で
し
た
。

水
口
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

信
楽
の
陶
器
ガ
ラ
不
法
投
棄

実
態
と
土
壌
及
び
水
質
へ
の
影
響
調
査

環境対策
特別委員会

　
9
月
20
日
に
開
催
し
た

交
通
対
策
特
別
委
員
会
で

の
調
査
事
項
は
、信
楽
高

原
鐵
道（
S
K
R
）再
生
ビ

ジ
ョ
ン
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
に
つ
い
て
で
し
た
。

S
K
R
は
、今
後
の
経
営

再
生
は
、抜
本
的
な
改
革

で「
未
来
へ
走
る
鉄
道
」に

向
け
て
の
健
全
化
の
た
め
、

利
用
促
進
策
や
経
営
合
理

化
策
、地
域
と
の
連
携
な

ど
基
本
方
針
が
示
さ
れ
ま

し
た
。

　
主
な
質
疑
は
①
上
下
分

離
方
式
を
選
ぶ
理
由
は
何

か
②
信
楽
高
校
の
再
編
、

分
校
化
と
鉄
道
通
学
は
存

続
の
生
命
線
で
あ
る
こ
と

③
真
剣
な
経
営
努
力
の
検

証
な
ど
で
し
た
。

　
コ
ミ
バ
ス
の
現
状
説
明

で
は
、来
春
の
草
津
線
ダ

イ
ヤ
と
の
連
動
改
正
及
び

新
甲
賀
病
院
の
通
院
路
線

の
確
保
を
バ
ス
事
業
者
と

詰
め
の
作
業
中
で
、年
内

に
は
方
向
性
を
出
す
と
の

こ
と
で
し
た
。

　
主
な
質
疑
は
①
各
路
線

の
最
大
乗
車
人
数
は
②
一

人
当
た
り
の
経
営
実
績
は

③
貴
生
川
駅
か
ら
の
通
院

直
通
バ
ス
を
確
保
せ
よ
④

市
民
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
た

デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
検
証
な

ど
で
し
た
。

　
市
は
街
づ
く
り
の
立
場

で
公
共
交
通
活
性
化
街
づ

く
り
推
進
協
議
会
を
立
ち

上
げ
る
と
の
こ
と
で
す
。

交通対策
特別委員会

信
楽
高
原
鐵
道
の

再
生
ビ
ジ
ョ
ン
と

コ
ミ
バ
ス
運
行
の
調
査

問問

問問

問 市
長

あいこうか市民活動・ボランティアセンター

問
　
庁
舎
整
備
基
本
設
計

等
業
務
の
現
状
と
方
針
は
。

市
長
　
防
災
拠
点
と
し
て

の
行
政
機
能
の
確
保
の
た

め
、
議
会
や
市
民
の
声
を

聞
き
な
が
ら
早
い
時
期
に

基
本
設
計
業
務
に
着
手
し

た
い
。

問
　
新

庁
舎
玄

関
ホ
ー

ル
に
陶

芸
作
品

の
設
置

を
。

市
長
　
新
庁
舎
に
信
楽
焼

等
の
地
元
資
材
を
使
用
し

て
Ｐ
Ｒ
に
繋
げ
た
い
。

問
　
橋
り
ょ
う
の
長
寿
命

化
計
画
に
つ
い
て
。

市
長
　
橋
長
15
m
以
上
の

市
内
167
橋
を
対
象
に
学
識

経
験
者
の
意
見
を
ふ
ま
え

橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画

を
今
年
度
末
ま
で
に
策
定

し
優
先
順
位
を
設
定
す
る
。

問
　「
道
路
案
内
標
識
の

整
備
状
況
」
を
問
う
。

市
長
　「
甲
賀
市
公
共
サ

イ
ン
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
と

「
道
路
案
内
標
識
整
備
計

画
」
を
策
定
後
、
年
内
の

工
事
着
手
を
予
定
し
て
い

る
。

問
　
紫
香
楽
宮
跡
整
備
活

用
計
画
策
定
の
現
状
と
今

後
の
方
針
に
つ
い
て
問
う
。

市
長
　
整
備
活
用
計
画
策

定
検
討
委
員
会
を
組
織
し

基
本
計
画
や
活
用
方
針
に

つ
い
て
検
討
を
し
て
お
り

今
後
は
、
中
核
と
な
る
資

料
館
の
建
設
や
遺
跡
の
復

元
方
法
等
を
含
め
た
整
備

計
画
の
取
り
ま
と
め
を
行

っ
て
い
く
予
定
で
す
。

問
　
新
名
神
開
通
記
念
事

業
の
内
容
は
。

市
長
　
開
通
5
年
目
を
迎

え
る
平
成
25
年
2
月
頃
甲

南
Ｐ
Ａ
で
開
催
す
る
予
定
。

問
　
特
養
ホ
ー
ム
を
増
や

し
て
ほ
し
い
と
い
う
5
、

1
5
6
筆
の
署
名
を
添
え

て
の
申
し
入
れ
に
市
長
は

「
前
向
き
に
取
り
組
み
た

い
」
と
回
答
。
今
後
ど
う

具
体
化
し
て
い
く
の
か
。

市
長
　
ま
ず
は
、「
第
5

期
介
護
保
険
事
業
計
画
」

で
の
整
備
を
着
実
に
す
す

め
た
い
。

問
　
特
養
ホ
ー
ム
の
入
所

費
用
は
、負
担
の
限
界
を
超

え
て
い
る
。市
独
自
の
軽
減

措
置
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長
　
市
独
自
の
軽
減
措

置
は
考
え
て
い
な
い
。
現

行
制
度
で
対
応
し
た
い
。

問
　
高
す
ぎ
る
国
保
税
を

払
え
る
保
険
税
に
引
き
下

げ
る
よ
う
求
め
る
。

市
長
　
基
金
運
用
や
、
負

担
と
給
付
の
バ
ラ
ン
ス
を

見
極
め
判
断
し
た
い
。

問
　
受
診
控
え
の
原
因
に

高
い
窓
口
負
担
が
あ
る
。

国
保
法
44
条
に
基
づ
く
医

療
費
の
窓
口
負
担
軽
減
制

度
の
拡
大
を
。

市
長
　
当
分
の
間
、現
行
制

度
で
推
移
を
見
守
り
た
い
。

問
　
中
学
校
卒
業
ま
で
の

子
ど
も
の
外
来
医
療
費
無

料
化
を
、
段
階
的
に
で
も

拡
大
を
。

市
長
　
必
要
な
財
源
確
保

に
努
力
し
、
子
ど
も
応
援

団
の
見
地
で
判
断
し
た
い
。

問
　
高
齢
者
、
障
が
い
者

に
信
楽
高
原
鐵
道
や
市
コ

ミ
バ
ス
へ
の
乗
車
補
助
を

求
め
る
。

健
康
福
祉
部
長
　
制
度
の

拡
大
は
考
え
て
い
な
い
。

問
　
あ
る
市
営
住
宅
で
起

き
た
娘
に
よ
る
母
親
刺
殺

と
い
う
痛
ま
し
い
事
件
で
、

関
係
機
関
に
よ
る
連
携
に

問
題
は
な
か
っ
た
か
。

市
長
　
対
応
に
問
題
は
な

か
っ
た
と
判
断
す
る
。
今

後
は
関
係
す
る
専
門
機
関

と
必
要
な
連
携
を
と
る
。

健
康
福
祉
部
長
　
精
神
疾

患
の
方
で
緊
急
を
要
す
る

時
は
、
専
門
関
係
機
関
で

チ
ー
ム
支
援
を
行
う
。

問
　
建
て
替
え
の
た
め
入

居
停
止
の
市
営
住
宅
は
、

割
れ
た
ガ
ラ
ス
、剥
が
れ

た
瓦
、地
域
猫
の
出
入
り

な
ど
環
境
悪
化
が
著
し
い
。

対
応
は
ど
う
す
る
。

市
長
　
今
年
度
、
中
間
見

直
し
を
し
入
居
者
の
意
向

を
聞
き
、
順
次
建
て
替
え

や
取
り
壊
し
を
し
て
適
時

対
応
を
図
る
。

建
設
部
長
　
ご
指
摘
の
住

宅
は
入
居
者
と
調
整
し
取

り
壊
し
な
ど
対
処
す
る
。

問
　
児
童
の
広
島
平
和
記

念
式
典
の
参
加
枠
の
拡
充

と
平
和
教
育
に
つ
い
て
。

市
長
　
参
加
枠
は
拡
大
す

る
。
次
世
代
の
子
ど
も
達

に
平
和
経
験
を
さ
せ
た
い
。

教
育
長
　
戦
争
の
悲
惨
さ

と
平
和
の
大
切
さ
を
学
ぶ

平
和
教
育
で
平
和
に
尽
く

す
人
づ
く
り
を
め
ざ
す
。

問
　
市
の
都
市
農
村
交
流

事
業
の
目
的
と
効
果
は
。

市
長
　
田
舎
体
験
の
民
泊

は
農
村
を
活
性
化
す
る
。

産
業
経
済
部
長
　
都
市
農

村
交
流
推
進
協
議
会
が
教

育
旅
行
を
受
け
入
れ
る
。

小
松
正
人 

議
員

入居停止の市営住宅の
対処方法は

入居者を調整し
             取り壊し等図る

Q

A

問

問問

問

中
西
弥
兵
衛  
議
員

平成24年度重点施策の
進捗状況は

それぞれの事業計画に
従い検証中

Q

A

問問 問

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

産
業
経
済
部
長

問問問
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ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

る
リ
ス
ク
も
あ
る
た
め
、

液
状
化
マ
ッ
プ
を
作
成
し

公
表
し
て
い
く
。

問
　
妊
婦
の
方
が
安
心
し

て
妊
婦
健
診
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
さ
ら

な
る
公
費
負
担
の
拡
充
が

必
要
で
は
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
公
費
負

担
の
本
市
の
金
額
に
つ
い

て
は
、
県
の
要
綱
に
定
め

ら
れ
た
必
要
な
回
数
、
内

容
を
実
施
し
て
お
り
妥
当

と
考
え
て
い
る
。
今
後
、

近
隣
地
域
各
市
の
動
向
を

注
視
し
、
拡
充
の
必
要
性

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

QA
特
養
ホ
ー
ム
増
設
の
具
体
化
は

ま
ず
は
現
在
の
整
備
計
画
を
着
実
に

一般質問

老朽化した連棟住宅

問問

問 問問問

教
育
長

建
設
部
長

小西喜代次 議員市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

信楽焼壁面レリーフ（岡本太郎作）

特養署名の提出（8月8日）



　
9
月
24
日
、
第
2
回
組

合
議
会
が
開
か
れ
ま
し
た

平
成
23
年
度
度
決
算
の
認

定
が
上
程
さ
れ
議
決
し
ま

し
た
。
内
容
は
、

病
院
事
業
収
益

　
95
億
1
、
5
7
7
万
円

病
院
事
業
費
用

　
91
億
6
、
6
3
4
万
円

当
年
度
純
利
益

　
3
億
4
、
9
4
3
万
円

経
営
健
全
化
審
査
委
員
会

意
見
書
に
お
い
て
も
資
金

不
足
は
無
く
健
全
化
基
準

に
比
較
し
て
も
良
好
と
判

断
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
21
年
度
か
ら
導
入

さ
れ
た
病
院
原
価
管
理
手

法
に
よ
っ
て
各
部
門
や
先

生
方
と
の
議
論
を
重
ね
22

年
度
23
年
度
に
積
み
上
げ

た
実
績
で
あ
る
と
の
報
告
。

条
例
の
改
正
で
は
、
所
在

地
の
変
更
、
診
療
科
の
変

更
が
あ
り
総
合
診
療
を
主

体
と
し
、
人
材
育
成
を
図

る
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
設
は
、
腎
臓
内
科
、

精
神
・
診
療
内
科
、
緩
和

ケ
ア
内
科
、
救
急
科

　
廃
止
は
、
人
工
透
析
内

科
、
結
核
病
床
、
精
神
科

一
般
質
問
に
つ
い
て
、

・
医
療
機
器
購
入

・
地
域
貢
献
率

・
交
通
ア
ク
セ
ス

・
院
内
サ
ー
ビ
ス

・
院
外
処
方
箋
の
件

等
々
、
市
民
の
目
線
か
ら

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
公

立
甲
賀
病
院
は
平
成
25
年

4
月
1
日
開
院
予
定
。

（
文
責
　
中
島
　
茂
）

市議会だより　№3219

　
平
成
24
年
第
2
回
定
例

会
議
が
9
月
24
日
に
開
会

さ
れ
ま
し
た
。
平
成
23
年

度
決
算
の
認
定
や
24
年
度

補
正
予
算
な
ど
、
4
議
案

が
上
程
さ
れ
、
慎
重
審
議

の
後
、
い
ず
れ
も
議
決
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
2
名

の
議
員
よ
り
一
般
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。
以
下
要
点

の
み
報
告
し
ま
す
。

　
平
成
23
年
度
甲
賀
広
域

行
政
組
合
一
般
会
計
決
算

の
認
定
に
つ
い
て

歳
入
総
額

37
億
8
、5
1
4
万
6
、5
6
3
円

歳
出
総
額

37
億
2
、9
6
8
万
0
、2
4
9
円

歳
入
歳
出
差
引
残
金

5
、5
4
6
万
6
、3
1
4
円

主
た
る
歳
入

◇
分
担
金
及
び
負
担
金

26
億
4
、2
6
7
万
2
、3
3
5
円

◇
使
用
料
及
び
手
数
料

4
億
5
、7
2
8
万
5
、4
1
7
円

◇
繰
越
金

6
、0
9
2
万
7
、8
3
5
円

◇
国
庫
支
出
金

1
、0
0
2
万
3
、7
6
2
円

主
た
る
歳
出

◇
総
務
費

9
、3
6
3
万
3
、9
4
6
円

◇
衛
生
費

16
億
2
、5
2
3
万
1
、0
7
4
円

◇
消
防
費

17
億
1
、8
9
2
万
0
、2
2
5
円

◇
平
成
24
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算

　
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
か
ら
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
1
、4
5
0
万
7
、

0
0
0
円
を
減
額
補
正
。

補
正
等
1
号

31
億
1
、4
5
2
万
円

一
般
質
問

立
入
善
治
議
員
　
湖
南
市

安
井
直
明
議
員
　
甲
賀
市

（
文
責
　
葛
原
章
年
）

組合議会の動き

甲賀広域
行政組合
議会

第
2
回
定
例
会

平
成
23
年
度
一
般
会
計
決
算
認
定
他

3
議
案
可
決

公立甲賀
病院組合
議会

第
２
回
組
合
議
会

平
成
23
年
度
決
算
認
定
を
議
決

議会活動報告（7月～9月）
7月 3日 交通対策特別委員会 

 4日 行政視察 
豊岡市、八頭町

 

 5日 行政視察 茨城県土浦市　来庁 

 6日 広報特別委員会 編集会議

 9日 産業建設常任委員会 

10日 行政視察 
宍粟市、真庭市 

10日 文教常任委員会 

11日 行政視察 
浜松市、島田市 

 12日 広報特別委員会 徳島県三好市　来庁

 17日 広報特別委員会 編集会議 

 18日 民生常任委員会 

 19日 行政視察 
富山市、南砺市

 24日 総務常任委員会

 25日 行政視察 
庄原市、朝来市

  

7月 29日 議会改革特別委員会 

8月 3日 広報特別委員会 京都府舞鶴市　来庁

 10日 産業建設常任委員会 

 17日 議会運営委員会 

 20日 環境対策特別委員会 

 21日 文教常任委員会 

 22日 総務常任委員会 議案上程・説明

 23日 本会議 議案上程・説明

 24日 本会議

9月 3日 本会議 議案審議・採決・付託

  広報特別委員会 編集会議

 4日 本会議 一般質問

 5日 本会議 一般質問

 議会運営委員会   

9月  6日 本会議 一般質問・議案上程

 7日 決算特別委員会 

 10日 決算特別委員会 

 11日 決算特別委員会 

 12日 決算特別委員会 

 13日 総務常任委員会 

  民生常任委員会 

  産業建設常任委員会 

  議会運営委員会 

 19日 本会議 議案審議・採決

 25日 広報特別委員会 編集会議 

正面玄関付近

〜

〜

〜

〜

〜

　
市
町
村
の
議
会
広
報
は

事
務
局
で
発
行
し
て
い
る

こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、

「
こ
う
か
市
議
会
だ
よ
り
」

は
議
員
自
ら
が
編
集
・
発

行
し
て
い
る
の
が
大
き
な

特
徴
で
す
。
広
報
特
別
委

員
会
で
は
市
民
の
皆
様
に

よ
り
わ
か
り
や
す
い
広
報

紙
を
め
ざ
し
て
様
々
な
努

力
を
し
て
お
り
、
そ
の
一

環
と
し
て
近
畿
市
町
村
広

報
セ
ミ
ナ
ー
に
も
参
加
し

て
い
ま
す
。

　
セ
ミ
ナ
ー
は
毎

日
新
聞
の
主
催
で

毎
年
行
わ
れ
て
お

り
、
見
出
し
の
付

け
方
や
レ
イ
ア
ウ

ト
、
わ
か
り
や
す

い
文
章
の
書
き

方
、
写
真
の
撮
り

方
や
取
材
の
仕
方

や
校
正
ま
で
専
門

の
講
師
が
わ
か
り

や
す
く
講
義
さ
れ

ま
す
。
今
年
は
橋

本
恒
典
委
員
が
2

日
間
の
研
修
に
参

加
し
、
広
報
特
別

　
平
成
24
年

度
に
お
い
て

今
村
和
夫
議

員
が
市
議
会

議
員
と
し

て
、
通
算
10

年
以
上
（
町

議
会
議
員
期

間
は
2
分
の

1
に
換
算
）

に
わ
た
り
、

地
方
議
会
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
こ
と
で
、
滋

賀
県
市
議
会
議
長
会
か
ら
一
般
表
彰
・
議
員
10

年
以
上
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

化
共
生
社
会
に
向
け
た
取

り
組
み
は
。

総
合
政
策
部
長
　
平
成
22

年
に「
国
際
化
推
進
計
画
」

を
策
定
し
進
め
て
い
る
。

問
　
市
国
際
交
流
協
会
の

支
援
は
。

教
育
長
　
合
併
以
降
財
政

的
支
援
を
行
っ
て
い
る
が
、

協
働
の
視
点
に
立
ち
連
携

協
力
を
基
本
と
し
て
い
る
。

問
　
日
本
語
教
育
に
対
す

る
支
援
は
。

教
育
長
　
市
国
際
交
流
協

会
の
委
託
事
業
と
し
て
一

般
成
人
を
対
象
と
し
た
日

本
語
教
室
を
開
催
し
て
お

り
、交
流
の
場
と
し
て
も

活
用
い
た
だ
い
て
い
る
。
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特別委員会の動き

広報
特別委員会

よ
り
よ
い
紙
面
を

　 

つ
く
る
た
め
に

近
畿
市
町
村
広
報
紙

　
　
　
セ
ミ
ナ
ー
参
加

セミナー受講の様子

セミナーでの発表の様子

視察受け入れ

視
察
研
修
受
け
入
れ
で
、

互
い
に
研
鑚
し
紙
面
向
上
を

　
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
で

の
受
賞
以
来
、
他
議
会
の

広
報
委
員
会
よ
り
視
察
研

修
の
依
頼
が
増
え
ま
し
た
。

議
会
活
動
や
市
政
に
か
か

わ
る
事
柄
を
市
民
の
皆
様

に
よ
り
分
か
っ
て
い
た
だ

き
、
親
し
み
の
あ
る
紙
面

づ
く
り
を
目
指
し
取
り
組

ん
で
い
る
の
は
ど
こ
の
広

報
委
員
会
に
お
い
て
も
同

じ
で
す
。

　
他
市
議
会
の
広
報
紙
作

成
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て

議
会
だ
よ
り
の
向
上
に
役

立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
視
察
の
受
け
入
れ
は
委

員
全
員
が
参
加
し
て
行
っ

て
い
ま
す
。

　
7
月
は
徳
島
県
三
好
市

議
会
か
ら
7
名
を
お
迎
え

し
、
広
報
特
別
委
員
会
の

取
り
組
み
と
議
会
改
革
と

議
会
広
報
に
つ
い
て
説
明

を
し
ま
し
た
。
8
月
は
京

都
府
舞
鶴
市
議
会
か
ら
7

名
を
お
迎
え
し
、
議
会
だ

よ
り
の
編
集
に
つ
い
て
説

明
を
し
、
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

　
当
委
員
会
に
お
い
て
も

2
年
に
1
回
の
視
察
研
修

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ

の
よ
う
に
他
市
か
ら
お
越

し
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
っ

て
、
有
意
義
な
研
修
の
機

会
が
増
え
、
編
集
に
役
立

て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
10
月
は
徳
島
県
吉
野
川

市
議
会
、
11
月
は
岐
阜
県

郡
上
市
議
会
か
ら
視
察
研

修
に
来
ら
れ
る
予
定
で
す
。

今
村
和
夫
議
員
が
受
彰

委
員
会
で
も
報
告
、
資
質

の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
セ
ミ
ナ
ー
の

事
例
紹
介
で
は
数
多
い
議

会
広
報
の
中
か
ら
甲
賀
市

が
選
ば
れ
朏
藤
男
委
員
が

取
材
や
編
集
に
つ
い
て
発

表
し
ま
し
た
。

　
こ
う
か
市
議
会
だ
よ
り

は
昨
年
の
近
畿
市
町
村
広

報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
秀

賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
地
道
な
努
力
が
受
賞

に
つ
な
が
っ
た
も
の
と
思

っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
市

民
の
皆
様
に
よ
り
親
し
み

や
す
い
市
議
会
だ
よ
り
を

め
ざ
し
頑
張
り
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。



　スポーツの秋、市内各所
で運動会が開催されました。
写真は私も通った保育園。

もっと広い園庭だったと思っていましたが、こん
なにちっちゃな園庭だったとは。
　秋空の下、園児たちは一生懸命かけっこをし、
楽しそうにパフォーマンスを繰り広げていました。
　子どもたちの未来のために議会もより一層頑
張ります。
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編集後記編集後記
◆朝晩は、肌寒さを感じる毎日です。今年の夏
は節電に心掛け、暑い夏を乗り越えられたと
思います。しのぎやすい秋を迎え、実りの秋・食
欲の秋・スポーツの秋・読書の秋・文化芸術の
秋と、何にでも似合う秋は、夏バテ気味の体を
リフレッシュできる絶好のチャンスです。日々の
忙しさの中にも、何か集中できるものをさがし
て、自分の趣味や、健康のために、活かしては
いかがでしょうか。寒い冬の到来の前に、今こ
そおもいっきり、日本の四季に感謝しながら、
健康にお過ごしください。平成23年の決算議
会の模様を掲載しました。ご意見・ご感想がご
ざいましたら、お待ちしています。

（広報特別委員会　白坂萬里子）
写真撮影：谷永　兼二

甲賀の芭蕉の句碑のご案内。
今回は信楽町の句碑を紹介します。“こうか

　再発見”
“こうか
　再発見”
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松
茸
や

　知
ら
ぬ
木
の
葉
の

　
　
　
　
　へ
ば
り
付
く

甲
賀
の
芭
蕉
句
碑
②

甲
賀
の
芭
蕉
句
碑
④

12月議会の予定

11月 21日　本会議   代表質問

28日　本会議　議案上程、提案理由説明   

12月 5日　本会議　議案審議、採決、付託等

7日　本会議　一般質問

10日　本会議　一般質問

11日　本会議　一般質問（予備日）

12日　委員会

13日　委員会  （予備日）

17日　本会議   委員会報告、採決

　
樹
齢
1
2
0
0
年
の
天
然
記
念
物
の「
高
野
槇
」で
も
知
ら
れ
る
玉
桂
寺
。句
碑
は

明
治
35
年
の
建
立
と
あ
る
。

　
松
茸
に
何
か
知
ら
な
い
木
の
葉
が
べ
た
り
と
へ
ば
り
つ
い
て
い
る
、ま
る
で
そ
の
木

の
葉
の
よ
う
に
、顔
見
知
り
の
支
考（
江
戸
中
期
の
俳
人
。各
務
氏
。蕉
門
十
哲
の
一

人
）に
べっ
た
り
と
へ
ば
り
つ
い
て
、見
知
ら
ぬ
男
が
や
っ
て
き
た
よ
、と
い
う
意
。

　
こ
の
句
は
、元
禄
７
年
9
月
と
推
定
さ
れ
、芭
蕉
は
10
月
12
日
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。

木
隠
れ
て

　茶
摘
み
も
聞
く
や

　
　
　
　
　ほ
と
と
ぎ
す

　
茶
畑
の
上
を
、ほ
と
と
ぎ
す
が
鳴
き
な
が
ら
飛

び
去
っ
て
行
っ
た
。

　
茶
摘
女
の
姿
は
茶
の
木
の
間
に
隠
れ
て
よ
く
見

え
な
い
が
、茶
を
摘
み
な
が
ら
ほ
と
と
ぎ
す
の
鳴

き
声
を
聞
い
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

岩
谷
山

　仙
禅
寺
（
信
楽
町
上
朝
宮
）

秋
葉
山
十
輪
院

　玉
桂
寺
（
信
楽
町
勅
旨
）

ち
ょ
く
し

 

ぎ
ょ
く
け
い  

じ い
わ   

や   

さ
ん

あ
き   

ば   

さ
ん 

じ
ゅ
う
り
ん 

い
ん

せ
ん 

ぜ
ん   

じ

　時は元禄７年（1694年）5月17日。伊賀上野を発ち、
芭蕉の遠縁にあたる宮尻の片木藤兵衛宅に旅する途
中、宮尻の茶畑でこの句を詠んだという。翁が去った
後、道端の炭小屋の軒に、この句が残されていた。後に
句碑にしたと伝えられている。

▲岩谷山仙禅寺の句碑

◀
玉
桂
寺
の
芭
蕉
の
句
碑

▼芭蕉ゆかりの地、
　信楽町宮尻の句碑

コ
ウ
ヤ
マ
キ

か
が
み


